
■ 地域漁業管理機関（ＲＦＭＯ）の保存管理措置を遵守しない等の違法な漁業、報告されていない漁業
及び規制されていない漁業（ＩＵＵ漁業）が海洋生物資源の持続可能な利用に対する大きな脅威に。

■ ２００９年、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）の枠組みの下で本協定が採択。
２０１６年６月に発効、２０２２年１１月現在、締約国は７３か国・１機関（日本、米国、ＥＵ、露、豪、韓国等）

■ 世界の水産資源の持続可能な利用の促進：本協定はＩＵＵ漁業対策の一環として、寄港国による措置に主眼を置く初の
多数国間条約。ＩＵＵ漁業対策の実効性を確保する上で国際社会が連携して寄港国としての措置を実施することが不可欠。

■ 責任ある漁業国としての貢献：我が国は世界有数の漁業国として、ＲＦＭＯ等でＩＵＵ漁業対策を推進。この協定をとお
して、我が国がＩＵＵ漁業対策に引き続き積極的に取り組む姿勢を内外に示すことにより、国際社会に貢献。

■ 漁業秩序の維持：ＩＵＵ漁業の存在は我が国の水産資源の適切な保存・管理にとり脅威。我が国の漁業秩序の維持の
ためにも本協定が重要。
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ＩＵＵ漁船と思われる船舶
出典：FAOホームページ

本協定の意義

■ 入港拒否：入港を希望する船舶がＩＵＵ漁業等に従事したことの十分な証拠を有する場合
（ＲＦＭＯが作成するＩＵＵ船舶の一覧表に掲載されている場合等）、入港を拒否。【第９条】

■ 港の使用の拒否：入港した船舶がＩＵＵ漁業等に従事したと信ずるに足りる合理的な根拠
がある場合、魚類の陸揚げや燃料補給等のために港を使用することを拒否。【第１１条】

■ 船舶の検査：協定が定める基準に従い、特に自国の港に入港した船舶が、ＩＵＵ漁業等に
従事したことがあると疑うに足りる明白な根拠がある場合、当該船舶を検査。【第１２条】

主な内容

ＲＦＭＯのＩＵＵ船舶の一覧表に
掲載されている船舶

背 景

我が国による最近の取組例
－２０１６年４月：Ｇ７広島外相会合において、ＩＵＵ漁業の防止に向けた対策等の重要性を強調。
－２０１６年８月：北太平洋漁業委員会（ＮＰＦＣ）第２回委員会会合において、ＩＵＵ船舶の一覧表の作成手続等を定めた我が国提案の保存管理措置が採択。
－２０１７年５月：本協定を締結。
－２０１９年４月：本協定に基づき、入港を要請することができる港（４４港）を指定、公表。
また、非締約国に対し、二国間及び多国間の枠組み等を通じ、随時、加入を働きかけている。

令和４年１１月
経済局漁業室

違法漁業防止寄港国措置協定
（Agreement on Port State Measures : PSMA）


